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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 令和元年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
元
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
56.9%

29.5%

15.4%

23.4%

0.0%

55.8%

62.8%

0.0%

31.6%

62.6%

45.8%

48.0%

57.7%

22.8%

14.5%

72.0%

9.7%

0%

206.7%

3.3%

0.0%

42.6%

15億9,140万円

4,517万円

108万円

351万円

0万円

2億3,430万円

1,432万円

0万円

1,361万円

25億1,515万円

125万円

1,116万円

6,888万円

3億6,349万円

1億7,566万円

514万円

816万円

0万円

2億6,722万円

2,189万円

0万円

53億4,139万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

環境性能割交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1億5,882万円

19億2,542万円

37億3,377万円

5億 793万円

1億1,393万円

6億8,684万円

8億3,106万円

18億9,773万円

3億8,786万円

11億7,803万円

206万円

11億2,171万円

800万円

125億5,316万円

51.4%

43.2%

34.5%

23.0%

99.9%

35.9%

35.2%

24.5%

42.6%

42.7%

0%

46.6%

0.0%

36.9%

8,170万円

8億3,234万円

12億8,888万円

1億1,707万円

1億1,385万円

2億4,642万円

2億9,218万円

4億6,470万円

1億6,519万円

5億 259万円

0万円

5億2,264万円

0万円

46億2,756万円

特別会計予算の執行状況

27億9,882万円

1億5,328万円

700万円

1,500万円

1,200万円

4億2,000万円

2,280万円

680万円

4,312万円

40億1,790万円

272万円

2,323万円

1億1,937万円

15億9,531万円

12億1,236万円

713万円

8,439万円

9,398万円

1億2,928万円

6億6,790万円

11億2,077万円

125億5,316万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 3,836万円 622万円 1,258万円
下 水 道 事 業 10億6,698万円 1億9,016万円 3億4,868万円
国 民 健 康 保 険 23億7,259万円 8億9,425万円 8億7,519万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億2,159万円 1億1,670万円 1億1,625万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億 74万円 11億3,814万円 11億6,406万円
介護サービス事業勘定 910万円 352万円 242万円

農業集落排水事業 1億7,625万円 1,734万円 7,872万円
市 有 林 造 成 事 業 6,023万円 7万円 999万円
特 別 会 計 合 計 68億4,584万円 23億6,640万円 26億0,789万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 27億9,882万円
収入済額 15億9,140万円

12億2,219万円
4億9,083万円
11億7,794万円
8億4,981万円
8,106万円
7,628万円

1億5,269万円
6,511万円
2,853万円
1,280万円

1億3,641万円
9,657万円

現　在　高
120億3,417万円
54億1,792万円
13億2,845万円

4,090万円
188億2,144万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

　また、現在高120億3,417万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
15億7,204万円
37億2,647万円
1億2,439万円
4億 354万円
1億8,455万円
3億1,161万円
1億9,485万円
1億5,807万円
53億5,865万円
120億3,417万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
商工債（観光施設等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.0％以下
～3.4％以下

現在高（一般会計分）
105億1,881万円
14億3,472万円

7,237万円
827万円

割　合
87.4%
11.9%
0.6%
0.1%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などか
ら資金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、そ
の年度に使う経費はその年度でまかなうのが原則で
すが、公共施設の建設などには、一時的に多額の費
用がかかること、将来の世代にわたって利用される
ことなどから、財源の不足を補い、年度間の財政負
担を平準化し、次の世代にも費用を負担してもらうこ
とで世代間の負担を公平にする効果があります。市
では、市債の中でもなるべく普通交付税として後年
度に国から財源措置される市債の借り入れを行うこ
ととしており、災害復旧事業や総合的な経済対策事
業などに充てています。９月末現在の残高は120億
3,417万円（前年同月末比0.8％の増）となっていま
すが、そのうち60.6％にあたる72億9,639万円が普
通交付税として後年度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について
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　11月21日、教育会館で「中学生と
市長と語る会」が開かれました。各中
学校から生徒会会長、副会長が参加し、
それぞれが考えたまちづくりの提案
を、市長と直接語り合いました。

　　提案の詳しい内容は
　　市ホームページでご
　　覧いただけます

勝山南部中学校生徒会

勝山中部中学校生徒会

勝山北部中学校生徒会

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
で
情
報
発
信

会
長　

松
浦
実
来
（
３
年
）

　

Ｃ
は
中
学
生
の
頭
文
字
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
勝
山
の
企
業
を
紹
介
し
た

い
。
中
学
生
が
各
企
業
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
発
信
す
る
こ
と
で
よ
さ

を
伝
え
た
い
。

■
市
役
所
に
Ｃ
課
を

副
会
長　

出
口
楓
華
（
２
年
）

　

市
役
所
と
協
力
し
、
中
学
生
な

ら
で
は
の
発
想
を
生
か
し
た
商
品

開
発
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

で
話
題
を
作
り
、
全
国
に
発
信
し

て
勝
山
を
盛
り
上
げ
た
い
。

■
中
学
生
ガ
イ
ド

副
会
長　

長
谷
川
雄
琉
（
２
年
）

　

長
期
休
み
を
活
用
し
、
中
学
生

が
市
内
の
名
所
や
イ
ベ
ン
ト
で
観

光
客
を
道
案
内
す
る
。
勝
山
の
よ

い
と
こ
ろ
を
発
信
し
、
観
光
客
に

ま
た
来
た
い
と
思
わ
せ
た
い
。

■
街
灯
の
増
設

会
長　

沼
田
伍
生
（
２
年
）

　

冬
が
近
づ
く
と
下
校
す
る
こ
ろ

に
は
真
っ
暗
で
、
ク
マ
に
気
付
く

の
も
難
し
い
。
街
灯
を
増
や
し
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
地
域
に
し
て
ほ
し
い
。

■
中
学
校
の
合
併

副
会
長　

下
牧
洸
華
（
２
年
）

　

中
学
校
合
併
で
中
部
中
の
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が
な
く

な
ら
な
い
か
不
安
。
各
学
校
の
良

い
と
こ
ろ
が
調
和
す
る
よ
う
な
合

併
に
し
て
ほ
し
い
。

■
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置

副
会
長　

谷　

優
希
（
２
年
）

　

市
内
の
お
店
に
外
国
人
向
け
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
と
、
よ
り

勝
山
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
え

る
。
子
ど
も
自
身
が
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
る
の
も
良
い
。

■
市
の
花
「
サ
ツ
キ
」
を
活
用

会
長　

乾　

響
王
（
２
年
）

　

各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

表
す
サ
ツ
キ
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト

を
作
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
は

ど
う
か
。
そ
の
活
動
の
中
で
環
境

美
化
に
取
り
組
み
た
い
。

■
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

副
会
長　

玉
木
誠
人
（
２
年
）

　

運
動
会
で
特
産
品
を
使
っ
た
競

技
を
す
る
な
ど
、
身
近
な
イ
ベ
ン

ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。
三
中

学
合
同
で
や
れ
ば
よ
り
勝
山
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
と
思
う
。

■
勝
山
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

副
会
長　

仲
谷
有
生
（
２
年
）

　

勝
山
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
も
の
の
観
光
コ
ー
ス
を
作
る

と
よ
い
。
そ
の
コ
ー
ス
に
目
印
を

つ
け
れ
ば
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や

す
く
外
国
人
も
楽
し
め
る
。

中学生が市長と語る
問学校教育課（教育会館2階）☎88 ｰ 8112

松浦会長

沼田会長

乾会長

長谷川副会長

谷副会長

玉木副会長

出口副会長

下牧副会長

仲谷副会長

市長からのエール各校会長から感想を聞きました
　

考
え
方
や
話
し
方
、
提
案

の
仕
方
に
非
常
に
優
れ
た
も

の
が
あ
っ
た
。
ぜ
ひ
と
も
こ

の
経
験
を
自
分
の
も
の
に
し

て
、
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
長
が
提
案
に
丁
寧
に
答

え
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
つ
な
げ
た
い
。

　

市
長
に
発
言
で
き
良
い
経

験
。他
校
の
意
見
も
聞
け
た
。

自
分
た
ち
も
真
似
し
た
い
。

　

北
中
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
市
長
に
褒
め
ら

れ
た
。今
後
も
続
け
て
い
く
。

松浦会長沼田会長乾会長


